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Fawzyを中心に行われた一連の研究が挙げられる (Fawzy，Cousins， Fawzy， Kemeny， 







































Stress Self-Rating Scale for University Students) (尾関， 1993，以下SSRSと略記〉の
ストレッサー尺度とコーピング尺度の質問紙も実施した。
2.測度




























される心理的ないし行動的な努力の程度について、 4段階評定 C0 :まったくやらない~3 : 
いつもしている〉を求めた。各下位尺度について、それぞれの合計得点が高いほど、ストレ
スに感じることに対してそのコーピング方法をとる傾向が強いことを示す。
















































































































点が有意に低くなっていた (F[1，15J=18.53， pく.01)0 POMSの下位尺度のうち、「活気」以
外の「抑うつー落ち込みJr怒りー敵意Jr疲労Jr緊張一不安Jr混乱」について、介入前よ
りも介入後の得点の方が有意に低かった(順に、 F[1，15J =14.37， p<.Ol ; F [1，15J =11.50， p 
く.01; F [1，15J =29.34， pく.001; F [1，15J =18.33， pく.01; F [1，15J =11.34， pく.01)。
ストレス理解度チェックについても、同様の分析を行った結果、介入前よりも介入後の得
点の方が有意に高かった CF[1，15J =42.24， pく.001)(表2)。
表2 各効果変数における分散分析結果
即扉扇扇E事 Z週同憂ぬ効果 継時的効憂
群 測定詩期交互作用 群 測定時期交互作用 群 測定時期 交互作用
主主主 F値 F値 F値 F隼 E.1l F値 F値 F値
POMS 
抑ラつー 込落みち
0.75 14.37榊 0.45 1.03 0.99 0.54 
3.96唱
0.54 pre)post 0.38 
4. 03'* 
活気 1.13 3.05 0.03 non}group 0.02 1.86 2.92 0.62 3.17t 
5.93岬
怒りー蔵置 1.7 11.50輔 0.79 0.54 7.61牢 1.25 0.66 pre>post.2w 1.4 
12田和帥
疲労 2.31 29.3耕輔 2.81 0.88 3目2t 1. 56 1.35 pre， 2w>post 1.76 
8.12判
緊張ー不安 0.6 18.33帥 1.62 0.27 4.93涼 2.87t 0.05 pre}post. 2w 3. 1St 
6.86判
混乱 0.39 11.34*本 0.04 0.31 4目19t 2.29 0.11 pre>post. 2w 1.35 
8.12榊
刊旧 0.86 18田神 0.96 0.24 6.82* 2.43 0.19 pre}post.2w 2.7St 
ストレス理
解度チエツ
ウ 0.36 担 24本柑 0.57 
STAI 
状態不安 0.1 6.53* 1.09 
GES-D 0.96 0.32 1.29 
SSRS 
ストレッサー
尺度 0.56 1. 75 0.94 
コーピシゲ尺
度
問題焦点型 2.41 4.31t 0.09 
情動焦点型 1.9 0.99 2.5 
回避・逃避型 1.85 2.65 1. 34 
十pく.10， 本pく.05， 神 pく.01， 和同pく 001
group (グループ介入群)， non (無介入群)， pre(プリアセスメント)， post(介入後)， 2w( 2週間後)と略記.
POMS = Profi le of Mood States ， STAI = State-Trait Anxiety Inventory 
GESD = the Genter for Epidemiologio Studies Depression Soale 






については、介入前に比べて 2週間後では得点が有意に低くなっていた (F[1，21J =6.82， p 
く.05)01"活気」については、群の主効果が有意であった (F[2，21J =4.03， pく.05)01"怒りー
敵意J1"緊張一不安」については、介入前よりも 2週間後の得点の方が有意に低くなってい
た(順に、 F[1，21J =7.61， pく.05; F [1，21J =4.93， pく.05)01"疲労J1"混乱」については、測
定時期の主効果に有意傾向がみられた (F[1，21J =3.20， pく.10; F [1，21J =4.19， pく.10)。
STAIの状態、不安についても同様に分析をした結果、介入前よりも 2週間後の得点の方が










TMDでは、群と測定時期の交互作用について有意な傾向がみられた (F[2，30J =2.75， pく
.10)。また、測定時期の主効果が有意だった (F[2，30J =8.12， p<.01) (図 2)01"活気J1"緊
張ー不安」についても、交互作用の効果に有意傾向がみられた (F[2，30J =3.17， p<.10 ; F 





かった。測定時期の主効果も有意だった (F[2，30J 80 
=4.98， pく.05)01"抑うつ一落ち込みJ1"怒りー敵意」品 60
「疲労J1"混乱」については、測定時期の主効果がい P 
ずれも有意だった(順に、 F[2，30J =3.96， pく.05;F ~ 40 





































Fawzy et al. (1990)の研究においては、介入終了時点とそれからしばらくたった時点の
両方で、消極的コーピングの使用が減少し、積極的コーピングの使用が増加している。その
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